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中国地方国際物流戦略チーム

・2022年（本会議以降）は、利用者懇談会 1回（1港）を開催。
・広報、啓発活動は、2021（R3）から新たな活動を開始しており、PR動画・パンフレット等を作成している。
・利用者懇談会や広報啓発活動で頂いた意見・要望をもとに、部会・本会議で政策提言へ反映させ、政府や中央
省庁へ要望を行う。
・物流ネットワーク機能継続検討関連として、6月に海上輸送利用のガイドライン（広島港・宇野港・浜田港版）を
管内全港版に更新・公表した。

中国地方国際物流戦略チームの活動概要（2022年）
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中国地方国際
物流戦略チーム

利用者懇談会

広報、啓発活動

物流ネットワーク
機能継続検討

部会本会議
[書面]

定期航路情報の更新

政
策
提
言

境港

公表

PR動画作成・ HPﾘﾆｭｰｱﾙ

PR動画等作成

ガイドライン（管内版）の制作

ﾘﾓｰﾄ見学会（名古屋港） 物流セミナー

公表

政
策
提
言



中国地方国際物流戦略チーム利用者懇談会の開催

・中国地方国際物流戦略チームの取り組みの一つとして、港湾利用者の方々の物流全般に関するニーズを把握し、
港の機能改善等に反映させるために、利用者懇談会を開催している。

・2006年（平成18年）以降、これまで42回（のべ15港）（鳥取港、浜田港、境港、水島港、宇野港、広島港、岩国
港・大竹港、宇部港・小野田港、呉港、福山港・尾道糸崎港、徳山下松港・三田尻中関港）で開催し、管内各港
の状況変化を鑑みながら、意見・要望を政策提言に反映している。

・2022年8月には境港で、利用者懇談会を開催した。
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境港利用者懇談会
開催概要
○開 催 日：令和4年8月9日（火）
○会 場：境夢みなとターミナル＋オンライン開催
○参加企業 ：地元企業16社
主な意見内容
（昭和南地区） ・岸壁延長、野積場の拡張
（港の利用促進）・リーファーコンテナの助成制度

・コンテナ航路拡充
・外国船籍によるクルーズ船の早期実施

（その他） ・老朽化した上屋の再編

境港利用者懇談会 開催状況

呉港利用者懇談会
開催概要
○開 催 日：令和3年8月19日（木）
○会 場：オンライン開催＋呉市つばき会館
○参加企業 ：地元企業８社
主な意見内容
（阿賀マリノポリス地区）・RORO船の定期就航への期待

・岸壁の増深や延長、ヤードや上屋の拡張
・エプロンの拡張による荷役作業の安全性確保

（交通アクセス） ・東広島呉道路の阿賀インターチェンジ立体化工事
の早期完成
・広島呉道路（クレアライン）の早期4車線化

呉港利用者懇談会 開催状況
中国地整会場 呉市つばき会館会場 境夢みなとターミナル



中国地方国際物流戦略チーム

・広報活動については、学校関係者・荷主・一般消費者などに物流の現状，物流の魅力などを知ってもらい、採用
や物流事業者への協力などにつなげることを目的にPR動画・パンフレットの作成などを行っている。

・具体的な取組としては、暮らしを支える「港のしごと」 PR動画の制作やホームページのリニューアルを行った。

港湾物流PR動画公開状況

暮らしを支える「海のしごと」PR動画の制作

内容
○主にコンテナターミナル内での仕事を紹介するPR動画を制作。
○PR動画の制作に合わせ、仕事の魅力などを紹介するパンフレットを制作。
○R4.6.6にプレス発表（日本海事新聞、マリタイムデーリーニュースに掲載）

中国地方国際物流戦略チームHPリニューアル

内容
○関係者重視の構成から一般向けのＨＰサイトにリニューアル。
○新たにスマートフォン等の端末にも対応した改良を行い、見えやすさや操作
性を向上。Ｒ4.5.30リニューアル。

国際物流戦略チームHP（スマホ対応）パンフレット（リクルート・見学会などで活用）

国際物流戦略チームHPリンク

広報・啓発活動（広報）
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中国地方国際物流戦略チーム

・啓発活動については、物流事業者・関係者が、実物を見て、機械化、自動化、デジタル化の効果を正しく理解す
ることで、機械化等の促進を図ることや最先端のデジタル技術などを用いた物流の効率化の方法を情報提供し，
効率化を促す取り組みを行っている。
・具体的な取組としては、R3.11飛島コンテナターミナル（リモート見学会）やR4.6物流関係セミナーを行った。

4リモート見学会 開催状況

名古屋港 飛島コンテナターミナル（リモート見学会）
開催概要
○開 催 日：令和３年11月19日（金）
○会 場：オンライン開催
○参 加 者：132名
○主 催 者：飛島コンテナ埠頭株式会社
主な内容
・飛島コンテナターミナルの概要説明
・飛島コンテナターミナルのリモート見学

物流関係セミナー
開催概要
○開 催 日：令和４年６月10日（金）
○会 場：広島合同庁舎２号館６階共用第７会議室+オンライン開催
○参 加 者：172名
○講 師：株式会社三井E&Sマシナリー
主な内容
・コンテナターミナルの自動化の現状と今後の動向・課題

物流関係セミナー（会場） 開催状況

広報・啓発活動（啓発）



中国地方国際物流戦略チーム

・平成30年7月豪雨における広域物流ネットワーク寸断に伴う物流面の問題点を洗い出し、今後の中国地方管内
における非常災害時の物流のあり方を検討を踏まえ、各種取組みを行っている。
・具体的な取組としては、6月に海上輸送利用のガイドライン（広島港・宇野港・浜田港版）を管内全港版に更新・
公表し、9月には中国運輸局ＨＰで公表している定期航路情報の更新を予定している。
・今後も、事務局で定期的に情報の更新・公表を継続していく。

5海上輸送利用のガイドライン【管内版】

海上輸送利用のガイドライン
内容
○海上輸送の特徴の解説
○定期航路情報
○海上輸送利用による物流効率化の事例
主な特徴
・港単位から管内全港を網羅した情報に更新。（R4.6）
・管理者と連携してポートセールスにも活用。（冊子版として公表）

海上輸送網の情報発信
内容
○中国管内発着の定期航路（フェリー、RORO、コンテナ等）の情報を一括
して情報発信

主な特徴
・中国運輸局HPにおいて一括公表（R2.9よりホームページで公表）

中国運輸局HP

物流ネットワーク機能継続検討

DL・HPリンクはこちら

HPリンクはこちら

日本港湾協会の企画賞を受賞しました



中国地方国際物流戦略チーム中国地方国際物流戦略チームの概要

・中国・ＡＳＥＡＮ等が生産拠点・販売拠点として急成長し、国内企業が調達・製造・販売拠点をアジアにシフト

・我が国の経済活動を支える国際物流と国内の陸・海・空の各輸送モードが有機的に結びついた迅速、低廉で
シームレスな物流ネットワークの構築が必要

・関係機関相互の密接な連携により、地域の実情に応じた国際物流のボトルネックの解消と、効率的な新しい
物流システムの構築を目指す

設置目的
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組織

■中国地方国際物流戦略チームの活動方針の策定

■活動方針に基づく、政策提言の方向性策定

■政策提言の策定

中国地方国際物流戦略チーム

■中国地域における広域
的な重要課題の抽出

■（各年度）政策提言の
フォローアップ

■利用者懇談会を踏まえた各港湾の意見集約

ＰＤＣＡ

■各港湾における取り組み状況
・課題に関する意見交換

利用者懇談会

■非常災害時における物流
のあり方に関する検討

活動方針を政策提言に反映

現場の意見を政策提言に反映

現場の課題を活動方針に反映

各港湾の意見 検討結果報告

■（各年度）政策提言案の策定

部 会

本会議

参考資料

所　属　及　び　役　職

一般社団法人　中国経済連合会　会長　（本部長）

中国地方商工会議所連合会　会頭

岡山大学大学院 社会文化科学研究科 教授

島根県立大学 総合政策学部 教授

広島大学大学院 工学研究科 准教授

中国地方海運組合連合会　会長

中国地方港運協会　会長

神戸通関業会　理事長

門司通関業会　会長

中国トラック協会　会長

中国地方倉庫協会連合会　会長

中国冷蔵倉庫協議会　会長

広島国際航空貨物運送協会　会長

日本貨物鉄道株式会社　関西支社　広島支店長

鳥取県知事　

島根県知事

岡山県知事

広島県知事

山口県知事

呉市長

境港管理組合　管理者

経済
団体等

中国地方国際物流戦略チーム（本会議）委員名簿

有識者

物
流
関
係
団
体
等

地
方
公
共
団
体
等

所　属　及　び　役　職

総務省　中国総合通信局長

法務省　広島入国管理局長

財務省　神戸税関長

財務省　門司税関長

厚生労働省　広島検疫所長

厚生労働省　神戸検疫所長

厚生労働省　福岡検疫所　門司検疫所支所長

農林水産省　神戸植物防疫所長

農林水産省　動物検疫所　神戸支所長

経済産業省　中国経済産業局長

国土交通省　中国地方整備局長

国土交通省  中国地方整備局　副局長

国土交通省　中国運輸局長

国土交通省　大阪航空局長

海上保安庁　第六管区海上保安本部長

海上保安庁　第七管区海上保安本部長

海上保安庁　第八管区海上保安本部長

株式会社日本政策投資銀行　中国支店長

地
方
支
分
部
局
等


